
　活性汚泥法を採用して酪農家の生乳処理室や畜舎から排出される高脂肪・高た
んぱく質の排水を浄化するシステム。排水中の汚濁物質を栄養源とする微生物を
用いて除去する原理を応用し、北海道産の低品位石炭を活用した特殊セラミック
スからなる微生物担持体および装置を中核として、乳成分を効率よく浄化する。
また、洗剤・殺菌剤・抗生物質にも耐えうる浄化環境を維持できる。

　帯広畜産大学にある実証プラントにおいて、廃棄乳を最大26.7％まで投入し、浄化能力を検証した結
果、生物化学的酸素要求量（BOD）および化学的酸素消費量（COD）はともに放流基準（120㎎／㍑）に
対して最大でも50㎎／㍑であることを確認している。また、産業技術総合
研究所北海道開発センターとの共同研究により、乳成分を分解する性能に
優れた耐寒性のある浄化微生物を突き止め、自社培養する技術を確立した。
さらに、最低気温が−30℃になる地域で浄化槽の水温が3.5℃になっても
CODは１㍑当たり20㎎以下でほぼ推移し、低温下でも浄化能力を維持する
ことも検証した。食品工場や処理困難な油脂などに困っている産業排水の
処理にも幅広く応用できる。
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